
■法人の概要

■農業参入の概要

■農業経営の概要

■農業参入の動機・きっかけ・目的

■取組の主な特徴と今後の事業展開等

【生え始めた椎茸】【発生棟の内部】   　　【出荷前の選別中椎茸】

須佐チップ工業 有限会社

法人名 須佐チップ工業 有限会社

代表者 代表取締役 藤原克一
所在地 〒６９３－０５０６ 出雲市佐田町反辺１６１２－６
設立 昭和３６年

資本金 ６，５００万円
業種 チップ材の生産、林業、製材業
電話 ０８５３－８４－０４１４ FAX  ０８５３－８４－０００９
Ｅmail     susa_chip@m1.izumo.ne.jp

参入形態 直接参入

活用事業の種類

経営規模 菌床椎茸の周年生産（３６，０００菌床）
従業員等 常時従事者２名、臨時雇用４名
販売額 ２６百万円
主な販路 ＪＡへの出荷販売

パルプ材・間伐材などの木を原料として木材チップの加工・販売等を行っているが、経営の多角化を図
りたいと考え色々と検討した結果、地域の特産物である椎茸を、木材チップなどを利用して栽培するこ
とに辿り着いた。
製材では使用できない枝なども有効利用でき、緑を大切に無駄なく使える点も大きなポイントとなった。

【取組の主な特徴】
○椎茸の栽培に必要な「菌床ブロック」の原料となる、ナラの木の伐採、ザラメチップ及びおが粉の生
産について、 全て自社を含む地元の組合（佐田町機械利用林業組合）で実施。
○一年中安定して大量生産できる菌床方式を採用。
○栽培施設は培養棟・発生棟ともに完全空調で管理、棚は作業効率を考え全て可動式。

【今後の課題・事業展開】
○栽培期間の短縮、生産量の増加、規模の拡大、更に良質な椎茸の生産

地域特産品の椎茸をより多くの
人に味わってもらえるよう、日々
頑張ってます！！

代表取締役 藤原克一

調査研究 整備事業 促進資金 国補助事業
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